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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月10日(2014.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬剤媒体の経口投与のための吸入器（１０）であって、
　－　マウスピース（１６）を持つハウジング（２０）、
　－　前記ハウジング（２０）の吸入領域（１２）内に収容され、かつ媒体容器（６２）
、及び出口オリフィス（６４ａ）を持つ出口連結器（６４）を含む容器ユニット（６０）
であって、前記出口連結器が、排出操作を起動する目的のために前記媒体容器（６２）に
対して動かされることができるもの、及び
　－　排出操作の検出のための排出センサ（７８）、
を含み、
　－　前記ハウジング（２０）が、主要部（３２）、及び前記主要部（３２）に対して動
かされることができる検出壁部（３４）を持ち、この検出壁部（３４）が排出操作時に前
記主要部（３２）に対して変位されるような態様で構成されかつ／または配置され、
　－　前記排出センサ（７８）が、前記ハウジング（２０）の前記主要部（３２）に対し
て検出壁部（３４）の変位を検出するのに適合している、
ことを特徴とする吸入器。
【請求項２】
　前記検出壁部（３４）が前記ハウジング（２０）の前記主要部（３２）に一体的に連結
され、前記主要部（３２）と前記検出壁部（３４）の間の連結領域（３６）が変形可能で
あることを特徴とする請求項１に記載の吸入器。
【請求項３】
　前記連結領域（３６）が、その周囲周りで前記検出壁部（３４）を取り囲み、この手段
により前記検出壁部（３４）を前記ハウジング（２０）の前記主要部（３２）に液密態様
で連結することを特徴とする請求項２に記載の吸入器。
【請求項４】
　前記排出センサ（７８）が、前記吸入領域（１２）から遠い前記検出壁部（３４）の側
に設けられることを特徴とする請求項１に記載の吸入器。
【請求項５】
　前記検出壁部（３４）と、前記媒体容器または前記出口連結器（６４）が、互いに対し
て不動であることを特徴とする請求項１に記載の吸入器。
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【請求項６】
　前記検出壁部（３４）が、前記出口連結器（６４）のための収容凹所（３４ｂ）、及び
好ましくは通路（３４ｃ）を介して前記収容凹所（３４ｂ）に連結された排出ノズル（３
４ｄ）を持つことを特徴とする請求項１に記載の吸入器。
【請求項７】
　前記排出センサ（７８）、前記検出壁部（３４）、及び前記容器ユニット（６０）が、
前記ハウジング（２０）の前記主要部（３２）に対して前記容器ユニット（６０）の変位
があるとき、前記検出壁部（３４）が排出操作が始まるとすぐに、または始まる前に前記
排出センサ（７８）を作動するように互いに適合されかつ配置されていることを特徴とす
る請求項１に記載の吸入器。
【請求項８】
　前記ハウジング（２０）が、結合装置（１８）により一緒に結合されることができる二
つの副ハウジング（３０，４０）を持ち、
　－　第一副ハウジング（３０）が前記吸入領域（１２）を取り囲みかつ前記検出壁部（
３４）を含み、
　－　第二副ハウジング（４０）が前記排出センサ（７８）を含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の吸入器。
【請求項９】
　前記第二副ハウジングが、変形可能または移動可能壁部により前記排出センサの領域内
で境界付けられる内部領域を持つことを特徴とする請求項８に記載の吸入器。
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